
被害状況 

熊本港 

健軍水源地 

熊本市上下水道局 

熊本地震災害派遣 報告資料 

活動内容 

【熊本市上下水道局庁舎】 
応急給水対策本部があり、全国からの災害 
派遣がここに集結していた。 

【応急給水対策本部】 

庁舎４Fに設置されていた。無線による指
示のほか、弁当の配布もここで行われた。 

【南区役所】 

吹田市は、この区役所での応急給水を行っ
た。３日目からは南区のリーダーとなった。 

【南区役所での応急給水１】 

自衛隊の給水車も同じ場所に設置されており、双方
協力のもと、円滑な応急給水活動が行えた。 

【南区役所での応急給水２】 
区役所に隣接する公共施設は、避難所となって 
おり多数の市民の方が避難生活をされていた。 

【給水拠点の巡回と補給給水】 
南区のリーダーとして、５つの給水拠点を巡回し、 
現地の状況把握とタンク車への水補給を行った。 

【液状化による砂の噴出跡など】 

道路上に砂が噴出し、地下埋設物
の一部が隆起していた。 

【家屋の被害（熊本市内）】 

古い日本家屋の多くが、この写真のように瓦
が落ちるなどの被害を受けていた。 

【三菱自動車ディーラーの熊本本店】 

車が通行する１階部分のスペースが、倒壊に
より無くなっていた。 

【宇土市役所の裏の緑地】 

テントのほか、自家用車が多数とまってい
た。 
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【宇土市役所の被害状況】 
４階部分が潰れてしまっていた。 

【家屋の被害（宇土市内）】 
屋根の瓦が道路に落ちて、前面道路
が通行止めになっていた。 

【家屋の被害（熊本市内）】 
完全に倒壊してしまっていた。 
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タンク車への給水ポイント 

熊本市上下水道局 
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熊本市 南区 

4月14日（木） 

4月16日（土） 

4月17日（日） 

4月18日（月） 

4月19日（火） 
 

4月28日（木） 

4月29日（金） 

4月30日（土） 

～
 

21:26 地震発生 最大震度 7 (M6.5) 

  1:25 地震発生 最大震度 7 (M7.3) 
21:10 日本水道協会の要請を受け、派遣隊（職員5名）が出発した。 

17:40 熊本市上下水道局に到着、応急給水活動を開始した。 

  7:00～21:00 南区役所にて応急給水活動を行った。 

熊本市上下水道局より、南区のリーダー（統括責任団体）に 

指名され、南区にある5か所の給水拠点の管理運営を担った。 

本市は派遣隊を入替えながら10日間にわたって、三重県津市、 

山口県下関市など計16団体の陣頭指揮をとり、 

南区全体で計175㎥の応急給水を取りまとめた。 

日本水道協会より撤収の指示を受け、活動を終了。 

リーダーの引継ぎを行い、熊本市上下水道局を出発した。 

  9:30 派遣隊が吹田市水道部に帰着した。（派遣隊職員:計15名） 

人口：約13万人 

面積：110km2 

熊本市 南区 

日吉小学校 

城南中学校 

南区役所 

下益城 
城南中学校 

舞原公民館 

給 水 拠 点 
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吹田市が応急給水した水量 57㎥ 
市民の方々に直接給水した水量     32㎥  

他事業体のタンク等に補給給水した水量 25㎥ 

派遣職員:計15名（第１陣～第５陣） 
活動期間:４月16日～30日 

 熊本県を中心に、7県で 

 最大 約45万戸が断水 

[陸路 約700km] 














